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研究成果の概要（和文）：

世界で活躍するために、英語能力はもはや必須であるが、日本人大学院生はそれ以上の指導を
享受しなければならない。その指導を施すべく、英語教授法を学ぶ大学院生に、学会発表の準
備、学術雑誌への投稿、英語教員としての経験、研究の仕方などをメンターシップ制度(Smith &
Davidson, 1992)を介して学べるようにした。本研究は 3 年半に渡るこのメンターシップの成果
をまとめたものである。

平成１９年１０月から平成２３年３月まで１３名の院生（男８名、女５名）と教員４名が本研
究に参加した。ナラティブ法 (Connelly & Clandinin, 1990; 2000),やアクションリサーチ
(Nunan,1990; 1992), セルフスタディ(Loughran et al., 2004)、エスノグラフィー法 (Hammersley &
Atkinson, 1995) などを用いて教員並びに院生の学びを調査した。

院生は早い段階で英語教員として、また応用言語学者としての認識を高めることが出来た。ま
た、メンター（教員）は、学生の成長過程を観察し、院生への指導への指標とした。

本研究の試みは、金銭的にも労力的にも教員・院生双方には負担が掛かるものではあったが、
同時に確かな成果を生み、国際的に活躍しうる学者・教員の育成に貢献出来たと言える。

研究成果の概要（英文）：

English is deemed important in Japanese society, but Japanese graduate students need more than

language proficiency to perform on par with English-speaking students worldwide. For this reason, a

mentorship program (Smith & Davidson, 1992) was introduced to provide Japanese graduate students

majoring in TESOL to assist them with conference presentations, journal publishing, teaching, and most

importantly with conducting research. This study documented and explored the effects such mentorship

has on the development of prominent young Japanese scholars.

Thirteen Japanese students (8 males, 5 females) and four instructors have participated in the program

since October 2007 to March 2011. This study used qualitative research methods such as narrative

inquiry (Connelly & Clandinin, 1990; 2000), action research (Nunan,1990; 1992), self-study (Loughran

et al., 2004), and ethnographic observation (Hammersley & Atkinson, 1995) to document the instructors’

and the students’ learning.
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The students heightened their awareness from an early stage as to understanding and appreciating what

it means to be a language teacher as well as an applied linguist. Similarly, the instructors were able to

follow students’ process in becoming academics, giving rise to new understandings and implications for

guidance. The program may be costly and demands efforts on the part of both the instructors and

students (Kira & Kitano, 2008), but its effects have far-reaching and long-lasting influences on those

who will be making Japan a distinct and strong research nation within international academic arena.
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直接経費 間接経費 合 計

2007 年度 600,000 180,000 780,000

2008 年度 1,300,000 390,000 1,690,000

2009 年度 700,000 210,000 910,000

2010 年度 700,000 210,000 910,000

総 計 3,300,000 990,000 4,290,000
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１．研究開始当初の背景
平成18年度より、上智大学大学院外国語研

究科では従来の応用言語学プログラムの他、
北米式英語教授法（TESOL、Teachers of Eng
lish to Students of Other Languages）；他
言語話者に対する英語教授法）プログラムが
大学院前期課程より始まった。全て英語で授
業を行う大学院におけるTESOLプログラムは
日本では他に例を見ない。国際的外国語教育
専門家レベルの応用言語学者を育成•輩出す
ることに関し、教員—学生のメンターシップ、
学生主体のワークショップの開催など、様々
な試みを導入した。縦断的研究としてその成
果を研究、発表することにより、今後の日本
における英語教育一般に寄与することを目標
とした。

２．研究の目的
北米での大学院教育制度を参考にしながら、
大学院生の１）国際学会への参加、２）国際
学術誌への投稿の奨励、３）ティーチング・
リサーチャー（略 GTR）として学部生への指
導制度の導入・充実化、４）研究・就職に関
する指導などを図ることを目的とした。この
目標達成のため４名の教員（吉田、渡部、和
泉、坂本）が指導を担当した。

３．研究の方法
応用言語学者であり上智大学大学院TESOL

プログラムにおいて指導に当たっている専任
教員四名との合同発表や、補助員（ティーチ
ャー・リサーチャー）として教員の授業参賀
などにおいて、メンタリング(mentoring, Smit
h & Davidson, 1992)を通じて大学院生の学者
•研究者としての成長を調査した。

研究者が、被験者を観察し、データ分析を
行い、まとめる研究が従来の形式であるが、
この研究では、ナラティブ法（narrative inqui
ry, Connelly & Clandinin, 1990）やアクショ
ン・リサーチ（action research（実践法）, Nu
nan,1990; 1992; 佐野他, 1998-1999）、アンケ
ートを用いた調査研究などを導入し、被験者
自身が積極的に研究に参加出来るセルフスタ
ディ法（Self-study, Loughran et al., 2004）も
用いて、教員のみならず、院生も含む多数の
参加者による多面的なデータ収集を行った。

データとしては、教員による定期的なエス
ノグラフィー的観察(ethnographic observation,

Geertz, 1973; Hammersley & Atkinson, 199
5)や、TESOLプログラム在籍大学院生とのイ
ンタビュー、アンケート調査などを実施し、
分析・まとめた。なお、データの分析法とし



ては、インタビュー内容などの質的データは、
テープをトランスクライバーで起こし、NViv
o7(QSR International, 2006)を用いてテーマ別
に分析した。研究論文はAsia Conference on
Education 2010で発表した。なお、この発表論
文はJournal on Higher Educationに投稿予定
で、現在原稿を推敲中である。

４．研究成果
（１） 平成１９年度

後期より GTR 助成プログラム開始（和泉
はサバティカル（研究休暇）にて直接関与
していない）。
①吉田が、GTR と ASTE（Association of
Sophia Teachers of English）にて共同発
表。共著論文を ASTE ニュースレターに
掲載。
②渡部が Sophia TESOL Forum（本校
TESOL プログラム大学院生のワーキング
ペーパー集）刊行。

（２） 平成２０年度
①国際応用言語学学会にてシンポジウム
を開催、本プロジェクト教員と大学院生で
共同発表。
②坂本が GTR とデータ収集、分析、論文
執筆。
③吉田が ASTE にて GTR と共同発表。共
著論文を ASTE ニュースレターに掲載。
④渡部が Sophia TESOL Forum 第２巻を
刊行。
⑤和泉がサバティカルより戻り、GTR と研
究プロジェクトを立ち上げる。

（３） 平成２１年度
①坂本が前年度執筆した論文が大学の学
部紀要に掲載される。新研究プロジェクト
を立ち上げ、データ収集、分析を GTR と
行い 、単著で論 文執筆 、国際学会
（EUROCALL）にて発表。GTR も参加。
②吉田が ASTE にて GTR と共同発表、
ASTE ニュースレターに共著論文掲載。ま
た、GTR と共同でしたデータ分析結果に
基づき、他６本の論文が発表された。
③GTR との共同作業で進めてきた図書の
翻訳が完成し、出版された。また、Sophia
TESOL Forum 第３巻も刊行された。
④和泉が TESOL プログラムの検証をすべ
く、GTR と独自でアンケートを開発、実施、
分析し、学会発表などに勤しんだ。

（４） 平成２２年度

①坂本はここ４年間のうちに集めた本研究

データについて総括した論文を執筆・発表
すべく、文献検索に始まりデータ分析、執
筆、学会発表と一連の作業を院生と一緒に
行った。
②吉田は院生と英語教員の研修体制につ
いて研究をし、その結果を上智大学英語
教員研究会（ＡＳＴE）の例会で共同発表し
た。また、その結果をＡＳＴＥのニュースレタ
ーに論文として発表した。
③渡部は研究補助学生に言語分析ソフト
ウェアの使用について指導し、大学院生
向けのワークショップを運営させた。ま
た英語教育に関する論文集出版に向けて
ガイドラインを整え、配布し、投稿を募
集した。2011年2月17日現在3月中旬の出
版に向けて準備中である。本論文集は本
年を持って第4巻となる。
④和泉も前年に引き続き院生との相談の
上で学習者ビリーフについて研究を継続し
て行ない、質問紙を用いたデータ収集と分
析を行なった。データ収集は上智大学外
国語学部英語学科で学ぶ１年生から３年
生までの学生を対象とし、帰国子女、留学
経験者、非留学経験者の３種類を含む学
生を対象とした。データ収集から分析、解
釈に至るまでの研究過程を院生と共に行
なう中で、院生にとって応用言語学研究の
ノウハウを学ぶ充実したトレーニングとなっ
たようである。
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